
相談に対応する岡アドバイザー

胆江地協の集会で方針説明する地協の小松事務局長

宮古地協の集会であいさつする地協の花輪議長

—  ４  —

各地域協議会で
地域春闘討論集会を開催

２０１５春季生活闘争
「なんでも労働相談ダイヤル」
「県内街頭キャンペーン」を実施

連合岩手のとりくみ

この印刷物に使用している用紙は、森を元気にする
ための間伐と間伐材の有効活用に役立ちます。

　連合岩手の８地域の地域協議会では、「２０１５春季生活
闘争・地域討論集会」を開催、構成組織・組合員でたた
かう意思統一をしました。　
　地域春闘討論集会では、「２０１５春季生活闘争方針」
の議論や各構成組織の闘争課題・取り組み状況の共有化、
あるいは各地協で取り組んだ「政策・制度要求と提言」の
報告などを行いました。また、推薦議員団の活動報告を実
施した地協もあり、参加者で交流を深めました

　連合岩手は、２月２日（月）～１０日（水）に「県内街頭
キャンペーン」、２月１２日（木）～１４日（土）には「全国
一斉なんでも労働相談ダイヤル」を実施しました。
　「全国一斉なんでも労働相談ダイヤル」は、連合本部が
全国一斉に実施した「駆け込み労働相談ダイヤル」の取り
組みと連動して実施したもので、花巻北上、一関、気仙、
宮古の各地協でも実施しました。また１４日には連合岩手、
顧問弁護士の石橋弁護士による法律相談も実施しました。
　連合岩手には３日間で差別、労働契約、賃金など１６件
の相談が寄せられています。
なお、「なんでも相談ダイヤル」は平日１０時～１７時に実施
しています。　　　　【フリーダイヤル０１２０－１５４－０５２】
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　 連 合 岩 手は２月７日（ 土 ）に
第３９回 地 方 委 員 会を開 催し、

「２０１５春季生活闘争方針」を確
認、引き続き「２０１５春季生活闘争・
闘争開始宣言集会」で２０１５春季
生活闘争のスタートをきりました。
　「闘争開始宣言集会」の冒頭、
豊巻会長は「『賃上げ』『時短』『政
策・制度実現の取り組み』を通じ、

『底上げ・底支え』、『格差是正』
の実現と『経済の好循環実現』に

全力を尽くそう」とあいさつ、春季
生活闘争への結集を訴えました。
　続いて、八幡事務局長が春季
生活闘争をめぐる情勢や闘争課題
について情勢報告を行い、野村特
別執行委員による「闘争開始宣言

（案）」の提案を満場の拍手で採
択しました。
　最後は、豊巻会長の団結ガンバ
ローで闘う意思統一し集会を閉じま
した。

闘争開始宣言 (案 ) を提案する野村特別執行委員 豊巻会長が闘争への結集を訴える

連合岩手「2015春季生活闘争・闘争開始宣言集会」を開催
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2015春季生活闘争方針を確認
「連合岩手第39回地方委員会」で闘う意思統一
　連合岩手は、２０１５年２月７日（土）に第 39 回地方委員会を開催。「賃上げ」「時短」「政策・
制度実現の取り組み」を３本柱とし、これらの取り組みを通じ「底上げ・底支え」「格差是正」の
実現と「デフレからの脱却」「経済の好循環の実現」をめざす「２０１５春季生活闘争方針」を確
認しました。

　地方委員会では、議長団に平野明紀委員（自治労）、
佐藤正人委員（電機連合）、委員会書記長に小松政春特
別執行委員を選出し、議事を進行しました。
　委員会の冒頭、豊巻会長は賃上げや時短などの
２０１５春季生活闘争に関わる課題にふれながら「働く
ことを軸とする安心社会」実現や連合岩手前進に向けた
討論を呼びかけました。
　引き続き、連合本部・宇田川浩一組織拡大対策局長、
労福協・砂金文昭副会長（東北労金岩手県本部長）から
来賓あいさつ受け、八幡事務局長が一般活動報告、佐藤
副事務局長が「２０１５春季生活闘争方針（案）」を提
起しました。

　質疑討論では、野中靖志委員（自治労）が方針を補強
する立場で、春闘課題や平和運動について発言し、八幡
事務局長がともにたたかう決意をこめた答弁を行った
後、出席委員の満場の賛同で方針案を確認しました。
　その後、三浦洋子執行委員が「アピール（案）」を提案、
全体の拍手で採択しました。
　２０１５春季生活闘争は、春闘による賃金決定方式が
始まって６０回目の節目を迎えます。連合岩手・構成組
織・地協・単組が一丸となって「働くことを軸とする安
心社会」の実現に向け果敢にたたかいぬき、引き続く第
１８回統一地方選挙闘争につなげましょう。

野中委員が春闘課題・平和運動を発言

答弁する八幡事務局長 地方委員会であいさつする豊巻会長

2015年 3月10日

—  ３  —

第３９回地方委員会あいさつ　連合岩手会長　豊 巻 浩 也
　立春が過ぎ、暖かな日差しの中で、連合岩手第３９回
地方委員会を開催しています。ご来賓として連合本部よ
り宇田川組織拡大・対策局長、岩手労福協より砂金東北
労金岩手県本部長に出席いただいています。ありがとう
ございます。構成組織より参加された地方委員の皆さん、
地域協議会より参加の特別地方委員の皆さんに感謝申し
上げ、連合岩手前進にむけた討論をお願いいたします。
　２０１５年旗開きから１か月。構成組織・地域協議会
でも旗開きが開催され、仲間の笑顔が結集し、談話が行
われ、組織の結束が図られています。
　しかしながら、この間、暗いニュースが世界を覆いま
した。パリでの爆破テロ、過激派「イスラム国」による
人質事件そして殺害。亡くなられた方々の冥福をお祈り
するとともに、非道、卑劣極まりないテロ行為は、いか
なる理由や目的によっても正当化されるものではありま
せん。日本の国際貢献を巡って、開会中の国会でも議論
が行われていますが、武力行使の連鎖は憎しみを増長さ
せるばかりです。戦争の惨禍を回避させ、平和を維持し、
あらゆる地域の人々が安全・安心な生活をするため、英
知を集める努力を期待いたします。とりわけ、「正義と秩
序を基調とする国際平和を誠実に希求する」とした憲法
を持つ日本政府には、その中心となって欲しいとの願い
を持ちます。
　さて、昨年 12 月に第４７回衆議院選挙が行われました。
第２次安倍内閣の閣僚の相次ぐ不祥事とその任命責任を
覆い隠すための安倍首相による解散権行使は、「大義なき
解散」と言われ、５２．６６％という戦後最低の投票率と
なりました。自民党は、アベノミクスを継続する「この
道しかない」との選挙戦を展開しましたが、多くの国民
の不安は解消されていません。「この道しかない」とは、
一国のリーダーとして大変狭いものの考え方と言わざる
を得ません。私の乗ったタクシーの運転手さんは、「この
道は混んでいますので、別の道を通ります」と、時間帯
や天気による道の混み具合を計算し、客のニーズにあっ

た目的地までの道を知らせ、届けてくれます。これがプ
ロの仕事です。「この道しかない」と言った一国の総理。
私たち国民をどんな所に連れて行くのでしょうか。「成長
戦略」で働く者の犠牲の上に経済成長を進めたいのでしょ
うか。企業のもうけと富裕層のための経済成長なのでしょ
うか。これでは格差がどんどん拡大をしてしまいます。
トリクルダウン型の発想により、地方は疲弊し、地域格
差も拡大しています。「働く者・生活者」に光をあてた政
治、格差を解消し、底上げを図るための政治を求めます。
　２０１５春季生活闘争をスタートします。働く者が安
心して働き、生活できる賃金・所得の確保が景気の底上
げのためにも必要です。１９９７年をピークに平均所
定内給与は、下がり続けています。また、労働分配率
も１９９７年の６６．３％以来下がり続け２０１３年で
５９．３％と７% も下降しています。今春闘では、賃金水
準全体の底上げのためベースアップを勝ち取り、生活の
質の向上を図るとともに消費が活性化し、デフレからの
脱却で持続的な経済成長をはかります。また、非正規労
働者や中小企業で働く仲間の「底上げ・底支え」「格差是正」
を一層重視した取り組みが求められています。地域別最
低賃金で比較すると、岩手の賃金 ( 一時間当たり６７８
円 ) と東京の賃金 ( 一時間当たり８８８円 ) では、一年間
で４０万円もの格差となります。地域社会に若者を定着
させるためにも、被災地復興のなりわいを加速させるた
めにも格差は是正されなければなりません。労働時間短
縮は、健康で働き続けるためにも、家庭生活を豊かにす
るためにも、地域コミュニティー活動への参加機会を増
やすためにも必要です。「休み方」「働き方」改革で、ディー
セント・ワーク ( 人間らしい働きがいのある仕事 ) やワー
ク・ライフ・バランス社会の実現に向けて、こだわりを持っ
て労働時間縮減を進めましょう。
　「働くことを軸とする安心社会」にむけた討論を期待し
て、あいさつとします。
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2015春季生活闘争方針を確認
「連合岩手第39回地方委員会」で闘う意思統一
　連合岩手は、２０１５年２月７日（土）に第 39 回地方委員会を開催。「賃上げ」「時短」「政策・
制度実現の取り組み」を３本柱とし、これらの取り組みを通じ「底上げ・底支え」「格差是正」の
実現と「デフレからの脱却」「経済の好循環の実現」をめざす「２０１５春季生活闘争方針」を確
認しました。

　地方委員会では、議長団に平野明紀委員（自治労）、
佐藤正人委員（電機連合）、委員会書記長に小松政春特
別執行委員を選出し、議事を進行しました。
　委員会の冒頭、豊巻会長は賃上げや時短などの
２０１５春季生活闘争に関わる課題にふれながら「働く
ことを軸とする安心社会」実現や連合岩手前進に向けた
討論を呼びかけました。
　引き続き、連合本部・宇田川浩一組織拡大対策局長、
労福協・砂金文昭副会長（東北労金岩手県本部長）から
来賓あいさつ受け、八幡事務局長が一般活動報告、佐藤
副事務局長が「２０１５春季生活闘争方針（案）」を提
起しました。

　質疑討論では、野中靖志委員（自治労）が方針を補強
する立場で、春闘課題や平和運動について発言し、八幡
事務局長がともにたたかう決意をこめた答弁を行った
後、出席委員の満場の賛同で方針案を確認しました。
　その後、三浦洋子執行委員が「アピール（案）」を提案、
全体の拍手で採択しました。
　２０１５春季生活闘争は、春闘による賃金決定方式が
始まって６０回目の節目を迎えます。連合岩手・構成組
織・地協・単組が一丸となって「働くことを軸とする安
心社会」の実現に向け果敢にたたかいぬき、引き続く第
１８回統一地方選挙闘争につなげましょう。

野中委員が春闘課題・平和運動を発言

答弁する八幡事務局長 地方委員会であいさつする豊巻会長

2015年 3月10日
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第３９回地方委員会あいさつ　連合岩手会長　豊 巻 浩 也
　立春が過ぎ、暖かな日差しの中で、連合岩手第３９回
地方委員会を開催しています。ご来賓として連合本部よ
り宇田川組織拡大・対策局長、岩手労福協より砂金東北
労金岩手県本部長に出席いただいています。ありがとう
ございます。構成組織より参加された地方委員の皆さん、
地域協議会より参加の特別地方委員の皆さんに感謝申し
上げ、連合岩手前進にむけた討論をお願いいたします。
　２０１５年旗開きから１か月。構成組織・地域協議会
でも旗開きが開催され、仲間の笑顔が結集し、談話が行
われ、組織の結束が図られています。
　しかしながら、この間、暗いニュースが世界を覆いま
した。パリでの爆破テロ、過激派「イスラム国」による
人質事件そして殺害。亡くなられた方々の冥福をお祈り
するとともに、非道、卑劣極まりないテロ行為は、いか
なる理由や目的によっても正当化されるものではありま
せん。日本の国際貢献を巡って、開会中の国会でも議論
が行われていますが、武力行使の連鎖は憎しみを増長さ
せるばかりです。戦争の惨禍を回避させ、平和を維持し、
あらゆる地域の人々が安全・安心な生活をするため、英
知を集める努力を期待いたします。とりわけ、「正義と秩
序を基調とする国際平和を誠実に希求する」とした憲法
を持つ日本政府には、その中心となって欲しいとの願い
を持ちます。
　さて、昨年 12 月に第４７回衆議院選挙が行われました。
第２次安倍内閣の閣僚の相次ぐ不祥事とその任命責任を
覆い隠すための安倍首相による解散権行使は、「大義なき
解散」と言われ、５２．６６％という戦後最低の投票率と
なりました。自民党は、アベノミクスを継続する「この
道しかない」との選挙戦を展開しましたが、多くの国民
の不安は解消されていません。「この道しかない」とは、
一国のリーダーとして大変狭いものの考え方と言わざる
を得ません。私の乗ったタクシーの運転手さんは、「この
道は混んでいますので、別の道を通ります」と、時間帯
や天気による道の混み具合を計算し、客のニーズにあっ

た目的地までの道を知らせ、届けてくれます。これがプ
ロの仕事です。「この道しかない」と言った一国の総理。
私たち国民をどんな所に連れて行くのでしょうか。「成長
戦略」で働く者の犠牲の上に経済成長を進めたいのでしょ
うか。企業のもうけと富裕層のための経済成長なのでしょ
うか。これでは格差がどんどん拡大をしてしまいます。
トリクルダウン型の発想により、地方は疲弊し、地域格
差も拡大しています。「働く者・生活者」に光をあてた政
治、格差を解消し、底上げを図るための政治を求めます。
　２０１５春季生活闘争をスタートします。働く者が安
心して働き、生活できる賃金・所得の確保が景気の底上
げのためにも必要です。１９９７年をピークに平均所
定内給与は、下がり続けています。また、労働分配率
も１９９７年の６６．３％以来下がり続け２０１３年で
５９．３％と７% も下降しています。今春闘では、賃金水
準全体の底上げのためベースアップを勝ち取り、生活の
質の向上を図るとともに消費が活性化し、デフレからの
脱却で持続的な経済成長をはかります。また、非正規労
働者や中小企業で働く仲間の「底上げ・底支え」「格差是正」
を一層重視した取り組みが求められています。地域別最
低賃金で比較すると、岩手の賃金 ( 一時間当たり６７８
円 ) と東京の賃金 ( 一時間当たり８８８円 ) では、一年間
で４０万円もの格差となります。地域社会に若者を定着
させるためにも、被災地復興のなりわいを加速させるた
めにも格差は是正されなければなりません。労働時間短
縮は、健康で働き続けるためにも、家庭生活を豊かにす
るためにも、地域コミュニティー活動への参加機会を増
やすためにも必要です。「休み方」「働き方」改革で、ディー
セント・ワーク ( 人間らしい働きがいのある仕事 ) やワー
ク・ライフ・バランス社会の実現に向けて、こだわりを持っ
て労働時間縮減を進めましょう。
　「働くことを軸とする安心社会」にむけた討論を期待し
て、あいさつとします。
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胆江地協の集会で方針説明する地協の小松事務局長

宮古地協の集会であいさつする地協の花輪議長
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各地域協議会で
地域春闘討論集会を開催

２０１５春季生活闘争
「なんでも労働相談ダイヤル」
「県内街頭キャンペーン」を実施

連合岩手のとりくみ

この印刷物に使用している用紙は、森を元気にする
ための間伐と間伐材の有効活用に役立ちます。

　連合岩手の８地域の地域協議会では、「２０１５春季生活
闘争・地域討論集会」を開催、構成組織・組合員でたた
かう意思統一をしました。　
　地域春闘討論集会では、「２０１５春季生活闘争方針」
の議論や各構成組織の闘争課題・取り組み状況の共有化、
あるいは各地協で取り組んだ「政策・制度要求と提言」の
報告などを行いました。また、推薦議員団の活動報告を実
施した地協もあり、参加者で交流を深めました

　連合岩手は、２月２日（月）～１０日（水）に「県内街頭
キャンペーン」、２月１２日（木）～１４日（土）には「全国
一斉なんでも労働相談ダイヤル」を実施しました。
　「全国一斉なんでも労働相談ダイヤル」は、連合本部が
全国一斉に実施した「駆け込み労働相談ダイヤル」の取り
組みと連動して実施したもので、花巻北上、一関、気仙、
宮古の各地協でも実施しました。また１４日には連合岩手、
顧問弁護士の石橋弁護士による法律相談も実施しました。
　連合岩手には３日間で差別、労働契約、賃金など１６件
の相談が寄せられています。
なお、「なんでも相談ダイヤル」は平日１０時～１７時に実施
しています。　　　　【フリーダイヤル０１２０－１５４－０５２】
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　 連 合 岩 手は２月７日（ 土 ）に
第３９回 地 方 委 員 会を開 催し、

「２０１５春季生活闘争方針」を確
認、引き続き「２０１５春季生活闘争・
闘争開始宣言集会」で２０１５春季
生活闘争のスタートをきりました。
　「闘争開始宣言集会」の冒頭、
豊巻会長は「『賃上げ』『時短』『政
策・制度実現の取り組み』を通じ、

『底上げ・底支え』、『格差是正』
の実現と『経済の好循環実現』に

全力を尽くそう」とあいさつ、春季
生活闘争への結集を訴えました。
　続いて、八幡事務局長が春季
生活闘争をめぐる情勢や闘争課題
について情勢報告を行い、野村特
別執行委員による「闘争開始宣言

（案）」の提案を満場の拍手で採
択しました。
　最後は、豊巻会長の団結ガンバ
ローで闘う意思統一し集会を閉じま
した。

闘争開始宣言 (案 ) を提案する野村特別執行委員 豊巻会長が闘争への結集を訴える

連合岩手「2015春季生活闘争・闘争開始宣言集会」を開催
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